
 

 

 
茅ヶ崎市・寒川町広域連携施策推進計画書【第２期】 
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令和５年３月

継続推進事業 

１ 市町職員や教員の人材育成連携事業 

 職員の人事交流の実施 P.１ 

 職員合同研修の実施 P.２ 

 教員の人事交流の実施 P.３ 

２ 情報発信連携事業  

 情報の相互・合同発信 P.４ 

 １市１町広報紙の駅舎内相互配架 P.５ 

   

重点推進事業 

１ 消防の広域化に関する取組  

 消防の広域化に備えた人事交流の強化 P.６ 

 消防の広域化後の出動体制の整備 P.７ 

 消防の広域化による消防力の向上 P.８ 

 消防の広域化による効率的な消防運営 P.９ 

２ 災害時における連携体制の構築  

 １市１町の災害対策本部間の連絡調整体制の構築 P.10 

 保健医療対策・廃棄物処理対策等の連絡調整体制の構築 P.11 

 災害時を想定した合同訓練等の実施 P.13 

３ 新たな広域連携事業の検討 

 新たな広域連携事業の検討 P.14 

   

計画書第１期において連携体制が整った事務事業 P.15 
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１．主な事業内容 

これまで１市１町で連携を行っている部署や今後連携を充実強化していく部署を対象に職

員を相互に派遣し、人事交流を実施します。 

 

２．令和４年度の取組概要 

茅ヶ崎市から寒川町の障がい者福祉分野に１人、寒川町から茅ヶ崎市の地域保健分野に１

人の職員を派遣し、人事交流を実施しました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

人事交流による職員の市町の相互理解、相互応援を促進することができました。また、職

員の広域的視野の養成や能力向上等が図られました。 

交流終了後、交流した職員が他所属に移っても構築した人脈等を活用して業務における協

力や連携、情報交換などにより相互の発展に寄与しています。 

 

（２）課題 

市町の行政規模が異なるため、事務執行体制に影響の出ない範囲（人数）で交流を継続す

る必要があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

 人事交流は、市町の発展に効果的な事業であるため、交流する分野・人数等を協議しなが

ら継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務事業名 職員の人事交流の実施 

担 当 課 茅ヶ崎市職員課、寒川町人事課 

事 業 費 なし 

継続推進事業 
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１．主な事業内容 

１市１町の共通課題をはじめ、課題解決プロセスにおける広域的視野を養うとともに能力

向上などを目的とした研修を開催します。 

 

２．令和４年度の取組概要 

採用１～２年目の職員を対象とした政策形成能力向上研修講座を令和４年１０月２７日～

１２月９日の間に計５回開催し、茅ヶ崎市５６人、寒川町２０人の計７６人の職員が受講し

ました。 

文教大学の教授に講義いただき、文教大学の学生とともに政策形成の基礎知識や課題発見

の手法、また組織の業務や市政に対する現状分析や施策形成の展開手法を学習しました。 

「市民参加によるまちづくり」を主たるテーマとし、『まちづくりにおける市民参加の意義

と課題』『地域ガバナンスと「行政への市民参加」』等、５種の講義のうち受講テーマを選択

し、具体的な政策課題についてグループワーク等を通して研究を行いました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

市町の職員が合同で研修を受けることにより、課題解決の基礎知識からプロセスや問題を

とらえる力を養うとともに、市町の相互理解を深めることで広域的な視点を養うことができ

ました。共通のテーマで市町の職員が政策研修を受け、共に協力して考え取り組むことは、

職員の資質向上に有効です。 

 昨年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大によりオンラインでの開催となりました

が、今年度は茅ヶ崎市役所内研修室での集合実施となりました。感染対策をしながらも実際

に顔を合わせて意見交換を行い、市町職員同士のつながりの創出機会とすることができまし

た。 

 

（２）課題 

１市１町で開催するメリットを十分生かせるよう、今後も実施方法などの検討をする必要

があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

政策形成能力の向上は市町職員双方に必要なことであるとともに、市町職員が合同で研修

を受けることによる効果も期待できることから継続して推進します。 

  

 

  

事務事業名 職員合同研修の実施 

担 当 課 茅ヶ崎市職員課、寒川町人事課 

事 業 費 なし 

継続推進事業 
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１．主な事業内容 

湘南三浦教育事務所管内ではこれまでも教員の人事交流が行われてきましたが、１市１町

では状況に応じて教員を派遣し、人事交流を実施します。 

 

２．令和４年度の取組概要 

 新たに教員を市町相互に１人ずつ派遣し、人事交流を実施しました。 

 また、県教育委員会と連携を図り、教頭職についても１人ずつ派遣し、人事交流を実施し

ました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

市町における特色ある教育を学び、取り入れることで教員の資質が向上し、市町の児童・

生徒の学力向上が図られました。 

 

（２）課題 

 継続的な実施に向けて、人事交流の目的を見据えて、効果的な人選の方法や、人事交流の

成果についての分析、検証を行い、検討する必要があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

 新たに教員を市町相互に１人ずつ派遣し、引き続き人事交流を実施します。このことによ

り、令和３年度からの交流者２人（３年目）、令和４年度からの交流者２人（２年目）、令和

５年度からの交流者２人（１年目）となり、計６人の教員の人事交流を実施することとなり

ます。 

 また併せて、引き続き県教育委員会と連携を図りながら、教頭職についても人事交流を図

ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務事業名 教員の人事交流の実施 

担 当 課 茅ヶ崎市学務課、寒川町学校教育課 

事 業 費 なし 

継続推進事業 
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１．主な事業内容 

１市１町が連携して実施するイベント等の情報をそれぞれのツイッターや広報紙等で発信

します。 

また、合同記者発表により、効果的な情報発信を行います。 

 

２．令和４年度の取組概要 

令和３年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症による影響でイベント等が中止になる

など、例年の１市１町が連携した情報発信の機会が少なかったものの、令和４年度より開始

された消防広域化の運用開始式に関する情報発信をはじめ、令和２年度に発足した湘南ユナ

イテッドＢＣに関することやその他魅力資源に関する情報等を両市町の広報紙へ掲載するな

ど、連携した情報発信に努めました。 

また、ＳＮＳにおいては、ロケ情報・博物館の企画展情報のリツイートを行いました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

湘南ユナイテッドＢＣをはじめ、共通するテーマの広報紙掲載にあたっては、テーマの全

体像やそれぞれの取り組みが掴みやすい構成となるよう努め、両市町の読者の理解促進を図

りました。 

また、両市町の職員間でも、広域的に連携して情報発信することの有益性が確認でき、今

後の効果的な広報活動に向けた意識醸成が図られました。 

 

（２）課題 

 ＳＮＳを活用した情報発信、特に「Twitter」の有効活用を図るためには、互いのツイー

トをリアルタイムに把握することやリツイートして欲しい情報の即時共有を図る必要がある

ため、そうした機会や手段の確立が課題です。 

 

４．令和５年度の取組予定 

これまでに引き続き、様々な機会を捉えた情報発信に努めながら、課題解決に向けた取り

組みを併せて進め、より広く多くの方へ届く効果的な情報発信を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

事務事業名 情報の相互・合同発信 

担 当 課 茅ヶ崎市秘書広報課、寒川町広報戦略課 

事 業 費 なし 

継続推進事業 
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１．主な事業内容 

電車の乗降者などが多いＪＲ茅ケ崎駅、寒川駅に１市１町の広報紙を相互に配架します。 

 

２．令和４年度の取組概要 

「広報ちがさき」及び「広報さむかわ」を月 1 回、茅ケ崎駅改札前及び寒川駅改札前に配

架しました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

市町とも各世帯に配送しているにも関わらず、毎月配架分が捌けている状況であり、多く

の利用者に効果的な情報発信を行うことができました。 

 

（２）課題 

 当取り組みは、鉄道利用者への情報提供を目的としていることから、コロナ禍等により変

化した社会環境や鉄道利用者の状況・ニーズを踏まえた新たな媒体やスタイルを模索してい

く必要があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

引き続き、茅ケ崎駅及び寒川駅への相互配架を行うとともに、課題解決に向けた研究を進

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務事業名 １市１町広報紙の駅舎内相互配架 

担 当 課 茅ヶ崎市秘書広報課、寒川町広報戦略課 

事 業 費 なし 

継続推進事業 



 

6 

 

 

１．主な事業内容 

消防の広域化後の円滑な消防業務への移行に向け相互理解を図るため、平成２６年４月か

ら実施している２年間２人ずつの長期の人事交流に加えて、半年以下４～６人ずつの短期の

人事交流も実施します。また、合同訓練及び研修も併せて実施します。 

 

２．令和４年度の取組概要 

消防の広域化が開始されたため、消防の広域化に備えた人事交流及び合同訓練等は終了し

ています。 

 

３．現状について 

（１）成果 

消防の広域化に備えた人事交流によって、それぞれの消防本部の職員が共に働くにあた

り、顔の見える関係性が構築できました。 

また、消防の広域化に備えて実施しました合同訓練により災害活動における意思疎通や

技術の共有を図ることが消防の広域化の前に実施できたことで、消防の広域化の移行を円

滑に進めることができました。 

 

（２）課題 

消防の広域化に備えた人事交流は終了しているため、人事交流及び合同訓練等についての

新たな課題は発生しておりません。 

 

４．令和５年度の取組予定 

消防の広域化が開始されたため、消防の広域化に備えた人事交流及び合同訓練等の取組予

定はありません。  

事務事業名 消防の広域化に備えた人事交流の強化 

担 当 課 茅ヶ崎市消防総務課、寒川町町民安全課 

事 業 費 なし 

重点推進事業 
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１．主な事業内容 

 消防の広域化に向け消防緊急通信指令システムの改修が円滑に実施できるよう、消防の広

域化後の部隊運用について検討を進めるとともに、消防活動に必要な車両及び資機材の整備

方法や整備時期の検討を行います。 

 

２．令和４年度の取組概要 

 「消防車両資機材中長期整備指針」に基づき、さらなる消防力の強化のため、消防ポンプ

自動車や救急自動車の整備を行いました。 

また、令和５年度に更新予定の４階建て以上の建物火災に出動するはしご付消防自動車及

び災害現場等に資機材を搬送する資機材搬送車といった特殊な車両の仕様などについての協

議を行いました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

老朽化した消防用車両を更新し機能強化も行うことができたため、さらなる消防力の強化

を図ることができました。 

また、令和５年度に更新予定の両市町全域が出動区分となる特殊車両について、広域消防

運営調整会での協議を行い、更新に向けた両市町の調整を進めることができました。 

 

（２）課題 

両市町全域が出動区分となる特殊車両の仕様などについて、広域消防運営調整会での協議

を行い、調査研究していく必要があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

   消防の広域化後も円滑な出動体制を整えていくため、広域消防運営調整会で協議検討して

まいります。  

事務事業名 消防の広域化後の出動体制の整備 

担 当 課 
茅ヶ崎市消防総務課、警防救命課、指令情報課 

寒川町町民安全課 

事 業 費 なし 

重点推進事業 
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１．主な事業内容 

 消防の広域化後は、より早く現場到着できる直近の部隊が出動することや、消防、救助及

び救急事案に対し、より充実した部隊運用ができることなどによる消防力の向上が期待でき

ます。 

 

２．令和４年度の取組概要 

 総務省消防庁が示す消防力の整備指針に基づき、４分３０秒以内に消防用車両が到着する

ことを目標として、「茅ヶ崎市・寒川町広域消防運営計画」に示されている寒川町内への新

たな消防庁舎整備に向けた協議を進めました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

 寒川町内への新たな消防庁舎を整備するための候補地について、茅ヶ崎市消防本部と調整

を行い、寒川町の庁内会議等で用地取得への協議を進めました。 

 また、令和３年度に整備された平塚市消防本部の消防庁舎の視察を両市町合同で行い、視

察後に意見交換を行いました。 

 

（２）課題 

消防の広域化を開始したため、１市１町の消防力を向上させる消防庁舎の整備を早期に進める

必要があります。 

消防庁舎の供用開始後に消防職員が利用しやすい施設とするため、消防庁舎の仕様検討にあた

り、消防職員の意見を吸い上げて、取りまとめる必要があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

「茅ヶ崎市・寒川町広域消防運営計画」に示されている寒川町内の新たな消防庁舎整備の

ための用地取得を行い、民間連携の検討及び消防庁舎建設に伴う事務を進めていく予定で

す。 

また、建物の整備にあたって、両市町で協議しながら、必要な仕様について調整していく

予定です。 

 

 

  

事務事業名 消防の広域化による消防力の向上 

担 当 課 
茅ヶ崎市消防総務課、警防救命課、指令情報課 

寒川町町民安全課 

事 業 費 なし 

重点推進事業 
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１．主な事業内容 

 消防の広域化により、重複する人員や車両を削減することなどにより、効率的な消防運営

ができるよう調整を図ります。 

 

２．令和４年度の取組概要 

 消防の広域化に伴う消防職員の派遣や補正予算による対応のため、広域消防運営調整会を

２回開催し、両市町で協議を行いました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

 茅ヶ崎市消防本部から寒川町への職員派遣の方法等についての調整や新型コロナウイルス

感染症の拡大による人件費の支出増加に伴う補正予算における両市町の対応など、消防の広

域化後の効率的な消防運営について、広域消防運営調整会等を通して両市町で協議を行うこ

とができました。 

 

（２）課題 

令和４年の救急件数がコロナ禍もあり増加している中、両市町においても救急件数は増加

しており、今後も増加が見込まれます。今後、増加していく救急件数に応じた消防行政の運

営や体制についても両市町で協議していく必要があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

 広域消防運営調整会という両市町の協議の場を有効活用し、消防の広域化開始に伴う諸課

題の解消を進めていく予定です。 

 

  

事務事業名 消防の広域化による効率的な消防運営 

担 当 課 
茅ヶ崎市消防総務課、警防救命課、指令情報課 

寒川町町民安全課 

事 業 費 なし 

重点推進事業 
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１．主な事業内容 

共通の区域（保健所、消防指令業務、し尿処理、廃棄物処理等）が多いことから１市１町の

災害対策本部事務局レベルの連絡調整体制を構築します。 

 

２．令和４年度の取組概要 

ライフライン寸断時における市町での連絡手段として構築したＭＣＡ無線の通信訓練を、

市町防災所管課間で毎月実施し、円滑な運用ができる体制づくりを進めました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

市町で通常使用しているＭＣＡ無線機を有効に活用できるよう同一の周波数帯に変更し、

定期的な訓練を通して、市町間でのさらなる連絡体制の強化が図られました。 

 

（２）課題 

大規模災害発生時を想定した場合には、あらかじめ複数の連絡手段の確保が望ましいこと

から、ＭＣＡ無線に限らず、神奈川県が整備している防災行政通信網などさまざまな情報伝

達手段を有効活用するなどし、さらなる効果的な連絡体制の構築に向け、検討を進める必要

があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

定期的なＭＣＡ無線の通信訓練を引き続き実施します。また、各所管における連絡体制の

強化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務事業名 １市１町の災害対策本部間の連絡調整体制の構築 

担 当 課 茅ヶ崎市防災対策課、寒川町町民安全課 

事 業 費 なし 

重点推進事業 
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１．主な事業内容 

自治体は基本的に地域防災計画に基づき、域内における災害時応急対策活動を行うため、他

自治体との連携には協定締結や地域防災計画に記述する必要があります。災害時に連携が必要

な保健医療や廃棄物処理等の分野について、地域防災計画、体制等を見直します。 

保健医療（保健師、医療救護チームの派遣等）については、災害時においても必要な保健医

療活動を継続し、二次的な健康被害の減少を目的に、災害時における複数の連絡手段の確保や、

対応の手順書等の作成及び定期的な通信訓練を実施します。 

１市１町において事務委託により連携している、し尿・可燃ごみ・資源物等の廃棄物処理等

については、令和元年度に策定した「災害廃棄物処理計画」を踏まえ、災害廃棄物の県外処分

先との協定締結について検討を進めます。 

 

２．令和４年度の取組概要 

市町の関係課で、計画に位置付けている項目のイメージの共有や今後の取組の進め方の確認

等をするための打ち合わせを行い、災害時医療救護体制や、災害時等の相互援助協定を締結し

ている５市３町１一部事務組合において、平成３０年度に県外に複数の処理ルートをもつ企業

と締結した「災害廃棄物等の処理に関する基本協定」の他に、１市１町においてもさらに県外

処分先との協定が必要かどうか意見交換を行いました。 

災害時保健医療活動担当課間及び廃棄物処理担当課間で、同一の周波数帯に変更したＭＣＡ

無線機による定期的な通信訓練を実施しました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

関係課同士や５市３町１一部事務組合と協定を締結している企業の中での意見交換を通し

て、課題の共有等を行いました。また、災害時保健医療対策としては、通信手段の冗長化を図

ることができました。 

 

（２）課題 

 発災時の情報のやり取りをスムーズにするために、必要となる項目を洗い出し、お互いに事前に把

握しておくことが望ましいと考えています。 

廃棄物処理施設は市町が広域で利用しているため、県外の処分先との協定締結については、

引き続き相互に、また５市３町１一部事務組合と協定を締結している企業と意見交換しながら、

さらなるリスク分散の必要性について検討が必要です。 

また、一般廃棄物処理施設で処理できなかった災害廃棄物については、産業廃棄物処理施設

での処理・処分について検討が必要です。 

 

事務事業名 保健医療対策・廃棄物処理対策等の連絡調整体制の構築 

担 当 課 茅ヶ崎市防災対策課、地域保健課、資源循環課 

寒川町町民安全課、健康づくり課、環境課 

事 業 費 なし 

重点推進事業 
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４．令和５年度の取組予定 

 各分野の取組について、随時連絡を取り合いながら進めるとともに、関係課が意見交換を

行う機会を定期的に設定し、市町の課題や進捗状況を共有しながら進めます。 

 また、災害時保健医療活動担当課間及び廃棄物処理担当課間で、同一の周波数帯に変更し

たＭＣＡ無線機の定期的な通信訓練を実施するとともに、市町相互支援の充実に向けて取組を進

めます。 
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１．主な事業内容 

 １市１町の災害対策本部強化のために災害時を想定した訓練を合同で開催します。広域連携

による対応については、保健医療対策・廃棄物処理対策等の連絡調整体制の構築において体制

を整えた事項も含めた訓練を行います。 

 

２．令和４年度の取組概要 

昨年度に引き続き、茅ヶ崎市において災害対応方法及び職員の役割を理解することを目的と

した図上訓練を実施しました。 

訓練は２つの段階に分けて実施し、第１段階は活動時期をタイムラインのフェーズ４（災害

発生想定の約半日前頃）と想定し、付与情報（気象情報や市内の状況等）を基に最悪事態（相

模川や市内河川の氾濫）を見据え、統括調整部各班が作成した各対策の具体的方針をまとめた

「実施構想」を基に、各部局が執行すべき具体的な措置をまとめた「実施計画」を作成する机

上検討訓練を実施しました。 

第２段階は活動時期をタイムラインのフェーズ４と想定し、避難対象者が想定の１／４しか

避難できていない状況設定の中、避難行動促進等の予防対策や発災初期の応急対策にかかる方

針について意思決定をする災害対策本部員会議運営訓練を実施しました。 

災害対策本部運営訓練には寒川町も参加し、訓練終了後に訓練を踏まえて実災害時に連携し

て対応すべき事項について意見交換を実施しました。 

 

３．現状について 

（１）成果  

図上訓練終了後は、訓練の検証結果を作成し、「対処方針」「実施構想」「実施計画」「庁内版

タイムライン」を修正し、訓練の振り返り会を行いました。その他、１市１町で事前に訓練に

かかる資料提供を行うなどの連携を図り、訓練への参観により両市町が抱える災害時の課題に

ついて共有を図ることができました。 

 

（２）課題 

災害対策本部強化として、これまでの訓練や今後の取組を踏まえて、災害時における市町の

具体的な連携体制の在り方を検討し、課題の抽出及び検証を重ねていく必要があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

災害時における両市町の災害対策本部の連携について協議し、実施できる訓練を検討しま

す。 

  

事務事業名 災害時を想定した合同訓練等の実施 

担 当 課 茅ヶ崎市防災対策課、関係課等 

寒川町町民安全課、関係課等 

事 業 費 なし 

重点推進事業 
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１．主な事業内容 

新たな広域連携事業を検討し、事業の推進を図ります。 

 

２．令和４年度の取組概要 

令和４年度は、茅ヶ崎市・寒川町広域連携施策推進計画書（第２期）について、中間総括を

実施しました。また、中間総括での事業見直しに伴い、第２期計画終了後の令和６年度以降の

広域連携事業実施について調査を行いました。 

 

３．現状について 

（１）成果 

本計画書（第２期）の各事業の取組状況を把握するとともに、中間総括を行いました。 

 

（２）課題 

市町相互の住民サービスの向上や事務の効率化等が見込める場合には、広域連携に取り組

んでいくべきであるため、必要に応じて広域連携を踏まえた新たな事業の創出を検討する必

要があります。 

一方で施設の相互利用をはじめ市町で連携して行うものとして定着している事業も多数存

在することから、広域連携のあり方について検討していく必要があります。 

 

４．令和５年度の取組予定 

今後の広域連携のあり方について、社会・経済情勢に応じて検討し、その考えを踏まえ、

効果が見込める事業について積極的に検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務事業名 新たな広域連携事業の検討 

担 当 課 茅ヶ崎市企画経営課、関係課等 

寒川町企画政策課、関係課等 

事 業 費 なし 

重点推進事業 
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（１）生涯学習 

①歴史・文化財等普及事業（茅ヶ崎市社会教育課・青少年課体験学習センター、寒川町教育政策

課・文書館） 

１．令和４年度取組概要 

  考古学講座として「遺跡から見る寒川・茅ヶ崎の中世」をテーマに全２回の連続講座を開催

しました。また、青少年課茅ヶ崎公園体験学習センターと寒川文書館の共催で講座「新聞から

地域の歴史を再発見！」を実施しました。 

 

２．令和５年度取組予定 

 新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏まえながら、考古学講座を実施する予定です。また、

消防が広域化したことにより、文化財防火デーについても広域で実施する予定です。 

 

②スポーツ・健康イベント（茅ヶ崎市スポーツ推進課、寒川町スポーツ課） 

１．令和４年度取組概要 

 市町をホームタウンとする湘南ベルマーレ（サッカー）、湘南ユナイテッドＢＣ（プロバス

ケットボールチーム）及びアニージャ湘南（女子フットサルチーム）の協力のもと、子ども向

けまたは親子向けのスポーツ体験・交流イベント「湘南スポーツキッズフェスタ」を開催し、

スポーツの裾野拡大を図るとともに、ホームタウンとなっている３チームの周知啓発を図りま

した。また、湘南ユナイテッドＢＣ及びアニージャ湘南の初開催となるホームゲームを、茅ヶ

崎市では茅ヶ崎市総合体育館、寒川町ではシンコースポーツ寒川アリーナにて、円滑に開催出

来るよう情報交換を強化しました。 

２．令和５年度取組予定 

「湘南スポーツキッズフェスタ」の開催を検討するとともに、湘南ベルマーレ、湘南ユナイ

テッドＢＣ（プロバスケットボールチーム）及びアニージャ湘南（女子フットサルチーム）の

ホームゲームを通して、スポーツの裾野拡大及び市町の情報提供等に努め、住民に市町への愛

着やシビックプライド及び地域の一体感の醸成を図ります。また、住民に対するスポーツ実技

の指導その他スポーツに関する指導及び助言を行うスポーツ推進委員についても、市町の交流

会実施に向けて準備を進めてまいります。また、引き続き市町住民にとって有益なスポーツ・

健康に関する情報発信を行います。 

 

（２）児童・生徒の交流（茅ヶ崎市教育センター、寒川町学校教育課） 

１．令和４年度取組概要（日付は年度当初の開催予定日） 

市町小学校の交流実績 

・音楽会（【中止】 茅ヶ崎市立全小学校各代表学年及び寒川町立全小学校４年生が参加） 

市町中学校の交流実績 

・音楽会（１０月８日 市町中学校吹奏楽部等が参加） 

・英語弁論大会（１０月１５日 市町中学校代表者が参加） 

・美術展（１１月１２日～１２月４日開催 市町中学校代表者が出展） 

・創作ダンス発表会（【中止】１１月１２日 市町中学校代表者が参加） 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る措置として、今年度予定されていた児童・生徒の

交流のうち、茅ヶ崎寒川地区小学校音楽会及び創作ダンス発表会は中止となりました。 

  様々な事業で交流を行ってきていますが、今後は、現状を踏まえた事業の実施方法を検討す

計画書第１期において連携体制の整った事業 
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ることで、連携事業の継続を図ることが課題です。 

２．令和５年度取組予定 

   新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を十分に講じた上で、茅ヶ崎市・寒川町の児童・

生徒の交流を進めます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎市・寒川町広域連携施策推進計画書（第２期）令和４年度事業報告書 

 

令和５年３月 

編集 茅ヶ崎市企画部企画経営課、 寒川町企画部企画政策課 


